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社会　解答解説

解答

解説

1 　（日本地理総合）

	 1	　排他的経済水域は海岸線から 200 海里（約 370km）以内，領海は海岸線から 12 海里（約 22km）以

内と定められている。排他的経済水域内では水産資源や鉱産資源については沿岸国が独占的に調

査・開発することができる。他国は船
せん

舶
ぱく

や飛行機の航行などは自由に行える。

	 2	　雄
お

物
もの

川は秋田平野を流れる河川である。庄
しょう

内
ない

平野（山形県）を流れる代表的な河川は最
も

上
がみ

川であ

る。

	 3	　①　イ：「えちごたざわ」駅から「宮中橋」にかけて広がっている地図記号は	 	で，広葉樹林を

示している。ウ：2万 5 千分の 1地形図では，地図上の約 4	cm の長さは，実際には 1	km で

ある。エ：地図上で「えちごたざわ」駅の左下に「清津大橋」があるので，ほぼ南西の方角に位

置している。

　　　②　等高線の数値と幅に注意する。ＸからＹに向かって標高が高くなっていき，傾きの急な斜

面→なだらかな平地→傾きの急な斜面→なだらかな平地と続き，Ｙ地点の標高は 270 ｍ程度

となっている。

	 4	　Ｗは旭
あさひ

川
かわ

市（北海道の気候），Ｘは新潟市（日本海側の気候），Ｙは岡山市（瀬戸内の気候），Ｚは

宮崎市（太平洋側の気候）である。Ａは年平均気温が低いので，北海道の気候でＷ。Ｂは冬の降水

量が多いので，日本海側の気候でＸ。Ｃは夏の降水量が多いので，太平洋側の気候でＺ。Ｄは年

降水量が少なく温暖なので，瀬戸内の気候でＹとなる。
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解答 配点
1 1 エ 2

2 ウ 2
3 ① ア 3
② イ 2

4 イ 2
5 ウ 2
6 ウ 2
7 エ 2
8 エ 3
小計 20

2 1 ウ 2
2 ア 2
3 イ 2
4 イ 2
5 エ 2
6 イ 2
7 イ 3
小計 15

解答 配点
3 1 イ 2

2 エ 2
3 ウ 2
4 エ 2
5 エ 2
6 キ 2
7 ア

完3
エ

8 エ 3
小計 18

4 1 イ 2
2 ウ 3
3 キ 2
4 ア 2
5 オ 2
6 ア 2
7 ウ 2
8 エ 3
小計 18

解答 配点
5 1 ク 3

2 エ 2
3 イ 2
4 ア 2
5 ウ 2
6 ウ 3
7 エ 2
小計 16

6 1 イ 2
2 カ 2
3 エ 2
4 イ 2
5 エ 2
6 ウ 3
小計 13
合計 100



　	5	　1930 年は多産多死の人口構成で，このような人口分布を富士山型という。

　	6	　Ｐはボーキサイト，Ｑは金，Ｒは鉄鉱石，Ｓは石炭の産出地を示している。

　	7	　冬から春先にかけてビニールハウスなどの施設を利用して行う野菜の早作りを促
そく

成
せい

栽
さい

培
ばい

という。

これに対し，夏に標高の高い土地で行う野菜の遅作りを抑
よく

制
せい

栽培という。

　	8	　ア：福岡空港の入国者数は約 220.	6 万人，成田空港の入国者数は約 763.	9 万人で，4分の 1以

上である。イ：福岡空港から成田国際空港までの距離より近い空港は，シャンハイ，ソウル，プ

サンの 3港である。ウ：成田国際空港の国・地域別入国者数の上位 5か国のうち , アジア州の国や

地域の入国者数の合計は約 408 万人である。

2 　（世界地理総合）

	 1	　アパラチア山脈はカナダ南東部およびアメリカ合衆国北部に位置している。また夕
ゆう

張
ばり

山地は北

海道のほぼ中央部，石
いし

狩
かり

平野と富
ふ

良
ら

野
の

盆
ぼん

地
ち

との間にある山地である。

	 2	　人口密度は，人口÷面積で求められる。この場合，面積の単位（万 km2）と人口の単位（千人）が

違うので，単位をそろえるように注意する。

	 3	　経度 15 度あたり１時間の時差が発生する。アルゼンチン（西経 45 度）と日本（東経 135 度）の経

度差は 180 度となり，12 時間の時差である。ブエノスアイレスは日本より西にあるので，時間を

12 時間もどして考える。

	 4	　東京とブエノスアイレスはともに温帯の温暖（温帯）湿
しつ

潤
じゅん

気候に属している。

	 5	　パンパはラプラタ川下流に広がる草原地帯で，放牧がさかんである。また北海道東部の根
こん

釧
せん

台

地では，牛乳やチーズ・バターなどの乳製品をつくる酪
らく

農
のう

がさかんである。

	 6	　Ｂのみ誤りである。鉱業や製造業（工業），建設業に携わる人口の割合は，アルゼンチンが

21.	9％，日本が 24.	4％で，実際の就業人口はアルゼンチンが 407 万 3619 人，日本が 1636 万 5568

人である。いずれも日本の方がアルゼンチンより高い。

	 7	　ア：日本は輸出額より輸入額の方が多いので，貿易赤字である。ウ：日本のアルゼンチンへの輸

出品上位 5品目のうち，有機化合物は化学工業で生産された品目である。エ：日本のアルゼンチン

からの輸入品上位 5品目のうち，アルミニウムと同合金は第二次産業で生産された品目である。

3 　（日本地理総合）

	 1	　イの小
お

笠
がさ

原
わら

諸島は，東京都本土から南南東約 1,000kmの太平洋上にあり，30 あまりの島々から

なる。行政区域としては東京都小笠原村に属している。

	 2	　アは広島県安
あ

芸
き

郡熊野町の熊野筆，イは秋田県大
おお

館
だて

市の大館曲げわっぱ，ウは宮城県鳴
なる

子
こ

町の

伝統こけし，エは岩手県盛岡市の南部鉄器である。

	 3	　東北地方の中央に南北に連なる山脈は奥
おう

羽
う

山脈で，日本最長の山脈である。その西側に出
で

羽
わ

山地，

東側に北
きた

上
かみ

高地がそびえる。また越後山脈は新潟県と福島県，群馬県，定義によっては栃木県の

県境も含む山脈である。

	 4	　イヌイットは，アラスカ，カナダ，グリーンランドなどの北極圏
けん

に住む先住民。アボリジニは，
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オーストラリアに住む先住民。マオリは，ニュージーランドに住む先住民のことである。またア

イヌはおもに北海道に古くから住む先住民で，北海道の地名はアイヌ語に基づくものが多い。

	 5	　①は山形県山形市などの花
はな

笠
がさ

まつり，②は宮城県仙
せん

台
だい

市の七夕祭り，③は青森県青森市や弘
ひろ

前
さき

市のねぶた（ねぷた）祭，④は北海道札
さっ

幌
ぽろ

市のさっぽろ雪まつりの様子である。

	 6	　文章は，岩手県宮
みや

古
こ

市の説明である。東北地方の太平洋側は初夏に付近を流れる寒流の千島海

流によって冷やされた「やませ」と呼ばれる北東風の影響で気温が上がらず，冷害に見舞われるこ

とがある。

	 7	　イ：北海道の耕地面積は，全国の耕地面積のおよそ 26％である。ウ：耕地面積 1	ha あたりの農

業産出額は，北海道が 1,108,224 円，全国が 2,054,955 円で，全国の方が多い。

	 8	　パプリカ栽
さい

培
ばい

農家の極力農薬を使わない取り組みの目的は，より安全に食べられる野菜の提供

である。ア：農薬を使わない栽培は手間がかかるため，価格は通常の野菜より高くなる傾向がある。

イ：農薬の使用を減らすことで鮮
せん

度
ど

が高くなることとは直接結びつかない。ウ：大部分の国産の

野菜は農薬を使用して栽培している。

4 　（近世までの歴史）

	 1	　アは奈良時代の僧
そう

である行基，ウは聖武天皇，エは平安時代初期の僧である空海が行ったこと

である。

	 2	　アは江
え

戸
ど

時代，イは室
むろ

町
まち

時代前期，エは鎌
かま

倉
くら

時代のできごとである。

	 3	　チンギス・ハンはモンゴル帝国初代皇
こう

帝
てい

，新
しら ぎ

羅は高
こう

麗
らい

の前の朝
ちょう

鮮
せん

半島初の統一国家，一
いっ

騎
き

討ち

は鎌倉時代の御
ご

家
け

人
にん

の戦法である。

	 4	　勘
かん

合
ごう

貿易では，中国（明）から明銭（永楽通宝など）を輸入して国内で流通させていた。イは江戸

時代前期に流通した寛
かん

永
えい

通宝，ウは国内初の鋳
ちゅう

造
ぞう

貨
か

幣
へい

とされる 7世紀後半の富
ふ

本
ほん

銭，エは初の本

格的な鋳造貨幣である 8世紀初めの和
わ

同
どう

開
かい

珎
ちん

である。

	 5	　コロンブスは 1492 年にカリブ海に到達し，西インド諸島を発見した。マゼラン一行は 1522 年

に初の世界一周を成し遂げた。バスコ・ダ・ガマは 1498 年にインドに到達し，ヨーロッパとイン

ドを結ぶ航路を開拓した。

	 6	　イは遣
けん

唐
とう

使
し

，ウは元
げん

寇
こう

，エは日
にっ

宋
そう

貿易の航路を示している。

	 7	　アは 1642 ～ 49 年ごろ，イは 1789 ～ 99 年ごろ，ウは 1840 ～ 42 年，エは 1861 ～ 65 年にかけ

てそれぞれ起こったできごとである。

	 8	　Ａは 1866 年，Ｂは 1860 年，Ｃは 1867 年，Ｄは 1858 年，Ｅは 1869 年である。

5 　（近現代の歴史）

	 1	　Ａは 1881 年，Ｂは 1877 年，Ｃは 1873 年，Ｄは 1871 年のできごとである。

	 2	　関門トンネルは，太平洋戦争中の 1942 ～ 44 年にかけて開通した。また，石灰石が関門トンネ

ルを通じて山口県から輸送されたかは，図 2からは判断できない。

	 3	　世界恐
きょう

慌
こう

は，1929 年にニューヨークの証券市場で株価が大暴落したことがきっかけで多くの
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銀行や企
き

業
ぎょう

が倒産し，世界中に広まった不景気である。アのベルサイユ条約は 1919 年，ウの義和

団事件は 1900 年，エのワシントン会議は 1921 ～ 22 年にかけてのできごとである。

	 4	　アは太平洋戦争後に制定された日本国憲法の考えに基づくものである。

	 5	　高度経済成長期は，1955～73年にかけての急激な経済成長が見られた時期を指す。アは1989年，

イは 1950 ～ 53 年，ウは 1962 年，エは 2001 年のできごとである。

	 6	　白黒テレビの普及率が 80％に達してから，電気掃除機の普及率が 80％に達した時期は，1962

～ 72 年ごろにかけてである。この間，経済成長率は 8～ 12％の間を推移しており，平均 10％程

度の成長率であると推測できる。

	 7	　特需景気は，1950 ～ 53 年の朝
ちょう

鮮
せん

戦争により，日本がアメリカ軍向けに大量の軍需物資を生産

したことがきっかけで起こった好景気である。石油危機は，1973 年の第四次中東戦争によって石

油価格が大幅に高
こう

騰
とう

したできごとである。

6 　（歴史総合）

	 1	　大化の改新は 645 年。アは 663 年，イは 630 年，ウは 701 年，エは 802 年のできごとである。

	 2	　Ａは雑
ぞう

徭
よう

，Ｂは調，Ｃは庸
よう

の説明である。

	 3	　743 年に墾
こん

田
でん

永
えい

年
ねん

私
し

財
ざいの

法
ほう

が出されたことにより，有力な貴族や寺院などは農民を使って開墾し

たり，土地を買い取ったりするなどして私有地（荘
しょう

園
えん

）を広げていった。その結果，公地公民の原

則は崩れていった。

	 4	　アは室
むろ

町
まち

幕府のしくみ，ウは律令に基づく朝
ちょう

廷
てい

のしくみ，エは江
え

戸
ど

幕府のしくみである。

	 5	　アは 1215 年，イは 1517 年，ウは 1096 年，エは 1776 年のできごとである。

	 6	　ⓐとⓓは室町時代の説明なので誤りである。
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数学　解答解説

解答

解説

1

	 7		 ＢＤは正方形ＡＢＣＤの対角線なので，∠ＡＢＥ＝45 °

∠ＢＡＥ＝180 °－ (∠ＡＢＥ＋∠ＡＥＢ )

	 	 	 ＝180 °－ (45 °＋71 °) ＝64 °

	 	 	 よって，∠ x＝∠ＢＡＤ－∠ＢＡＥ＝90 °－64 °＝26 °

	 	 	 	 コ

	 8		 カードの取り出し方は，（赤，黄，黄），（赤，白，白），（赤，黄，白），（黄，黄，黄），

	 	 	 （黄，黄，白），（黄，白，白）の 6通り。

	 	 	 	 ケ

2

	 1		 ペットを飼っている生徒の人数を xとすると，x＝2(38－ x) －10 より，x＝22。よって，ペッ

トを飼っている人数は 22人。

	 	 	 	 ウ

	 2		 解の公式を利用する。x＝－(－6)± √( －6)
2－4×1×(－10)

2×1 ＝6± √762 ＝3±√19

	 	 	 	 ア

x

°

Ａ Ｄ

ＣＢ

Ｅ
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解答 配点
1 1 ① イ 2

2 ② ク 2
3 ③ オ 2
4 ④ イ

完2⑤ ア
5 ⑥ ケ 2
6 ⑦ キ

完2
⑧ ウ

7 ⑨ コ 2
8 ⑩ ケ 2

小計 16
2 1 ウ 3

2 ア 3
3 ① イ

完3② オ
③ カ
小計 9

解答 配点
3 1 ア 3

2 ⑴ ウ 3
⑵ エ 3

3 ⓐ ア 3
ⓑ ウ 3
ⓒ ク 3
ⓓ カ 3
ⓔ サ 3
小計 24

4 1 ア 3
2 ⑴ ア 3
⑵ エ 3

3 ⑴ イ 3
⑵ エ 3
小計 15

5 1 ⑴ ア 4
⑵ ウ 4
⑶ イ 4

2 ⑴ ウ 4
⑵ ア 4
⑶ イ 4
小計 24

解答 配点
6 1 ア 0

完4イ 4
ウ 9

2 ア 0

完4イ 0
ウ 8

3 ア 1

完4イ 0
ウ 5
小計 12
合計 100



	 3		 6 で割ると 4余る整数は 6m＋4，4で割ると 2余る整数は 4n＋2と表される。よって，この 2

数の積は (6m＋4)(4n＋2) ＝24mn＋12m＋16n＋8＝4(6mn＋3m＋4n＋2) となる。

	 	 	 	 ①　イ　　②　オ　　③　カ

3

	 1		 3点Ａ，Ｂ，Ｃから等しい距離となるようにすればよいので，円の中心は線分ＡＢの垂直二等

分線と線分ＢＣの垂直二等分線の交点となる。

	 	 	 	 ア

	 2	（1）　円柱の部分の体積はπ×62×8＝288π（cm3）。半球の部分の体積は 43π×6
3× 12＝144π（cm

3）。

よって，この立体の体積は288π＋144π＝432π（cm3）。

	 	 	 	 ウ

	 	（2）　円柱の上部分の底面積はπ×62＝36π（cm2），側面積は8×12π＝96π（cm2）。半球の部分の表

面積は4π×62× 12＝72π（cm
2）。よって，この立体の表面積は36π＋96π＋72π＝204π（cm2）。

	 	 	 	 エ

	 3		 四角形ＭＢＣＮが平行四辺形であることを用いてＭＮ＝ＢＣ，∠ＡＭＮ＝∠ＭＢＣであること

を導く。

	 	 	 	 ⓐ　ア　　ⓑ　ウ　　ⓒ　ク　　ⓓ　カ　　ⓔ　サ

4

	 1		 大小どちらのさいころも3以下の目が出るのは，(1，1)，(1，2)，(1，3)，(2，1)，(2，2)，(2，3)，

(3，1)，(3，2)，(3，3) の 9通り。よって，求める確率は 936＝
1
4

	 	 	 	 ア

	 2	（1）　10m以上15m未満の階級の度数は 9人なので，相対度数は 960＝0 .	15

	 	 	 	 ア

	 	（2）　度数が最も多い階級は 20m以上25m未満の階級なので，この階級の階級値を求めればよい。

よって，(20＋25)÷2＝22 .	5(m)

	 	 	 	 エ

	 3	（1）　図1のヒストグラムより，最小値は 0点，最大値は 10点とわかる。また，データの個数が 30

個なので，第1四分位数はデータの小さい方から 8番目の値，中央値は 15番目と 16番目の平均

値，第3四分位数はデータの大きい方から 8番目の値であるので，第1四分位数は 2点，中央値

は (3＋5) ÷2＝4（点），第3四分位数は 7点である。

	 	 	 	 イ

	 	（2）　ア…四分位範囲は 3組の方が 2組より大きい。イ，ウ…箱ひげ図からは読み取れない。

	 	 	 	 エ
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5

	 1	（1）　直線ＡＢの傾きは 3－（－3）
－1－（－2）＝6，直線ＡＣの傾きは

3－（－3）
－1－5 ＝－1。よって，a＝6，

a'＝－1。

	 	 	 	 ア

	 	（2）　底辺をＢＣと考えて，{	5－(－2)}×{	3－(－3)}×
1
2 ＝21

	 	 	 	 ウ

	 	（3）　ＡＢを共通の底辺と考えると，直線ＡＢと平行で点Ｃを通る直線と x軸との交点をＤとすれば

よい。直線ＡＢの傾きは6なので，直線ＡＢと平行で点Ｃを通る直線の式を y＝6x＋ dとおいて，

点Ｃ (5，－3)を代入すると，d＝－33。y＝6x－33と x軸の交点がＤなので，0＝6x－33より，

x＝
11
2 となる。

	 	 	 	 イ

	 2	（1）　Ａさんが歩く速さは 3600÷48＝75 より，分速75m。Ａさんが歩いた距離は

	 	 	 75× (42－5) ＝2775(m)。よって，Ａさんが走った距離は 3600－2775＝825(m)。

	 	 	 	 ウ

	 	（2）　5≦ x≦42 のときはＡさんが歩いているときなので，y＝75x＋ bとおける。出発してか

ら 42分後に進んだ距離が 3600m なので，3600＝75×42＋ bを解いて，b＝450。よって，										

y＝75x＋450。

	 	 	 	 ア

	 	（3）　Ａさんが走る時間を t分とする。Ａさんが走る速さは 825÷5＝165 より分速165mなので，

165t＋75(33－ t)＝3600が成り立つ。これを解いて，t＝12.	5 より，12分30秒走る必要がある。

	 	 	 	 イ

6

	 1		 n番目の図形の黒いタイルの枚数は，n2（枚）と表せる。よって，72＝49（枚）。

	 	 	 	 ア＝0，イ＝4，ウ＝9

	 2		 n番目の図形の白いタイルの枚数は，4n＋4（枚）と表せる。よって，n2－ (4n＋4) ＝28 を

解いて，n＝－4，8。n＞0より，n＝8。よって，黒いタイルの枚数が白いタイルの枚数より

28枚多くなるのは，8番目の図形である。

	 	 	 	 ア＝0，イ＝0，ウ＝8

	 3		 n番目の並べた黒いタイルのうち▼の向きのタイルの枚数は，1＋2＋3＋…＋ (n－1)（枚）と

表せる。よって，15番目の図形において並べた黒いタイルのうち▼の向きのタイルの枚数は，

	 	 	 1＋2＋3＋…＋14＝ (1＋14)×14×
1
2 ＝105（枚）。

	 	 	 	 ア＝1，イ＝0，ウ＝5
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理科　解答解説

解答

解説

1 	 3	　皮膚から受け取った刺激は感覚神経，せきずいを通って大脳へ行く。そこから命令がせきずい，

運動神経を通って運動器官へ伝わる。

	 4	　ア，イ，エは自覚して取る行動であり，反射ではない。ウのような意識せずに起こる行動が

反射である。

	 5	　目から受け取った刺激は，視神経を通って大脳へ伝わる。

2 	 4	　マグマのねばりけが大きいものは，溶岩を爆発的にふき出し，傾斜が急で盛り上がった形の

火山をつくる。反対に，マグマのねばりけが小さいものは，溶岩をおだやかにふき出し，傾斜

がゆるやかな形の火山をつくる。

	 5	　白っぽい色をした柱状のチョウ石と，無色透明なセキエイを，無色鉱物という。

3 	 2	　原子が電子を失って陽イオンになり，原子が電子を得て陰イオンになる。

	 3	　塩化銅水溶液を電気分解したとき，陰極に銅が付着し，陽極からは塩素が発生する。

	 4	　塩素はプールの消毒のにおいのする気体で，漂白作用がある。

4 	 2	　グラフから，抵抗 Zの抵抗の大きさは 9〔V〕÷0.	30〔A〕＝30〔Ω〕になる。また，抵抗X，

抵抗Yの抵抗の大きさは，それぞれ 10〔V〕÷1.	0〔A〕＝10〔Ω〕，9〔V〕÷0.	60〔A〕＝15〔Ω〕

になる。

	 3	　直列回路の全体の抵抗の大きさは，それぞれの抵抗の大きさの和に等しいので，図2 の

回路全体の抵抗の大きさは，10＋30＝40〔Ω〕となり，電流計A1 に流れる電流の大きさは														

− 8−

解答 配点
1 1 イ 2

2 エ 2
3 ア 3
4 ウ 3
5 イ 3
小計 13

2 1 ア 2
2 ウ 2
3 エ 2
4 ウ 3
5 イ 3
小計 12

3 1 イ 2
2 エ 2
3 ア 3
4 オ 3
5 オ 3
小計 13

解答 配点
4 1 ア 2

2 カ 2
3 イ 3
4 イ 3
5 オ 4
小計 14

5 1 イ 2
2 イ 2
3 エ 2
4 オ 3
5 ア 3
小計 12

6 1 ウ 2
2 イ 2
3 ウ 2
4 エ 3
5 ア 3
小計 12

解答 配点
7 1 ウ 2

2 オ 3
3 エ 3
4 オ 3
小計 11

8 1 ク 2
2 エ 2
3 エ 3
4 イ 3
5 オ 3
小計 13
合計 100



7 .	2〔V〕÷40〔Ω〕＝0.	18〔A〕になる。

	 4	　並列回路の全体の抵抗の大きさは，それぞれの抵抗の大きさの逆数の和の逆数に等しいので，

図3の回路全体の抵抗の大きさは， 115＋
1
30＝

1
10より，その逆数に等しいので 10Ωになる。これ

より，電源装置の電圧は 0.	24〔A〕×10〔Ω〕＝2.	4〔V〕になる。

	 5	　抵抗Yと抵抗 Zが並列につながっている部分の合成抵抗は，4で求めたように 10Ωになる。

これより図4の回路は，抵抗の大きさが 10Ωの抵抗Xと，抵抗の大きさが 10Ωの抵抗器を直列

につないだ直列回路と等しくなる。よって，図4の回路全体の抵抗の大きさは 10＋10＝20〔Ω〕

となり，回路全体に流れる電流は 6〔V〕÷20〔Ω〕＝0.	30〔A〕になる。これより抵抗Xに流れ

る電流は 0.	30〔A〕になり，加わる電圧は 0.	30〔A〕×10〔Ω〕＝3〔V〕になる。また，抵抗Yに

加わる電圧が 6－3＝3〔V〕とわかるので，電流計A3 に流れる電流は 3〔V〕÷15〔Ω〕＝0.	20〔A〕

になる。

5 	 1	　スチールウールは，鉄が細長くなったものなので，ガスバーナーで加熱すると酸素と結びつ

いて酸化鉄になる。

	 2	　加熱前の物質は，鉄粉と硫黄の粉末の混合物であり，うすい塩酸を加えると塩酸と鉄が反応

して無臭の水素が発生する。また，加熱後の物質は硫化鉄であり，硫化鉄にうすい塩酸を加え

ると特有の刺激臭がある硫化水素という気体が発生する。

	 3	　（3）は，分解という化学変化であり，酸化銀が酸素と銀に分かれる。結びついていた酸素が離

れる。

	 5	　化学反応の前後では，原子の組み合わせが変化するだけで，原子の種類も数も変化しないため，

反応の前後で質量の総和は変化しない。

6 	 2	　個体 Pと個体Qの遺伝子をかけ合わせると下の表1のようになり，Aaの遺伝子を持つ花は，

花が葉のつけ根につく。

	 4	　個体 Rを自家受粉させた場合，その遺伝子の組み合わせは下の表2のようになり，個体数の

比は，花が葉のつけ根につくものと花が茎の先端につくものとの比は，3：1になる。

	 5	　個体Qと個体 Rの遺伝子をかけ合わせると下の表3のようになり，個体数の比は，花が葉の

つけ根につくものと花が茎の先端につくものとの比は，1：1になる。

表1 表2 表3

個体Q 個体 R 個体 R

a a A a A a

個
体
P

A Aa Aa 個
体
R

A AA Aa 個
体
Q

a Aa aa

A Aa Aa a Aa aa a Aa aa
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7 	 1	　図1のグラフから，バネ Bは 0.	6N の力で 4cm伸びるので，バネ Bを 1cm伸ばすのに必要

な力を x	N とすると，0.	6：4＝ x：1　x＝0.	15〔N〕になる。また，バネAを 1cm伸ばすのに

必要な力は，その力を y	N とすると，0.	5：10＝ y：1　y＝0.	05〔N〕になる。

	 2	　図2のようにバネとおもりをつなぐと，バネAにもバネ Bにも 0.	45N の力が加わる。これ

よりバネAの伸びを x	cm，バネ Bの伸びを y	cm とすると，0.	05：1＝0.	45：x　x＝9〔cm〕								

0 .	15：1＝0.	45：y　y＝3〔cm〕となるので，9＋3＝12〔cm〕になる。

	 3	　図3のようにバネとおもりをつなぐと，バネAには 0.	2＋0 .	15＝0 .	35〔N〕の力が，バネ B

には 0.	15N の力が加わる。これよりバネAの伸びを x	cm，バネ Bの伸びを y	cm とすると，									

0 .	05：1＝0.	35：x　x＝7〔cm〕　0.	15：1＝0.	15：y　y＝1〔cm〕となるので，7＋1＝8〔cm〕

になる。

	 4	　バネAとバネ Bの伸びを同じにするためには，それぞれにかかる力の比が 1：3 になるよう

にすればよい。そのためには，おもりからバネAまでの距離と，おもりからバネ Bまでの距

離の比を 3：1 にすればよいので，おもりをつるす場所は棒の左端から 20× 3
3 ＋ 1＝15〔cm〕				

右の位置になる。

8 	 3	　A地点から B地点にまで空気が上昇すると，気温は 1200÷100＝12〔℃〕下がり，B地点か

ら C地点にまで空気が上昇すると（1800－1200）×0.	5÷100＝3〔℃〕下がる。よって，C地点

の気温は 23－（12＋3）＝8〔℃〕になる。

	 4	　B地点の湿度は 100 ％なので，空気1m3 に含まれる水蒸気量は 10 .	0g になる。この水蒸気量

はA地点でも同じなので，A地点の湿度は 10 .	0÷20 .	6×100＝48 .	54…〔％〕となり，小数第

2位を四捨五入すると 48 .	5 ％になる。

	 5	　C地点の湿度は 100 ％なので，空気1m3 に含まれる水蒸気量は 8.	3g になる。この水蒸気量

はD地点に到達したときも変わらない。また，D地点の気温は 8＋1800÷100＝26〔℃〕なの

で，D地点の湿度は 8.	3÷24 .	4×100＝34 .	01…〔％〕となり，小数第2位を四捨五入すると

34 .	0 ％になる。
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英語　解答解説

解答

解説

1 		 英語のリスニング問題。放送台本を読んで，質問の内容をもう一度確認しておこう。

	 1番の問題

	 	（1）	 A	:　	ミナ，電車が 10 時 40 分に出るよ。さあ行こう。

	 	 	 B	:　	ベン，私の時計を見てよ。まだ 10 時ちょうどだよ。

	 	 	 A	:　	ああ，君の時計は止まっているね。僕のを見て。もう 10 時 30 分だよ。

	 	 	 B	:　	本当？　ああ，あと 10 分しかない！　今ここから出ないと！

	 	 	 Q :　	ベンの時計は何時を示していますか。

	 	（2）	 A	:　	ここはとても美しい庭園だね，リク。写真を撮るよ。

	 	 	 B	:	 僕もそうしよう。ああ，あの看板を見て，メアリー。ここでボール遊びをしてはいけな

いって書いてあるね。

	 	 	 A	:　	ああ，なるほど。この庭園は今月，月曜日は閉園するとも書かれているよ。

	 	 	 B	:　	そうだね。でも，来月は火曜日に閉園するんだ。

	 	 	 Q	:　	メアリーとリクはどの看板を見ていますか。

	 	（3）	 A	:　	エレン，海外旅行が好きなんだよね？　どの国に行ったことがあるの？	

	 	 	 B	:　	オーストラリアとイタリアに行ったことがあるよ，ユウジ。訪れるのに良い国だね。あ
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解答 配点
1 1 ⑴ ウ 2

⑵ ア 2
⑶ エ 2
⑷ ウ 2

2 ⑴ イ 3
⑵ イ 3
⑶ ア 3

3 ⑴ イ 3
⑵ ウ 3
⑶ エ 3
小計 26

解答 配点
2 1 ⑴ エ 2

⑵ エ 2
⑶ ア 2
⑷ イ 2
⑸ ア 2
⑹ ウ 2

2 ⑴ 2番目 エ
完2

4番目 ア
⑵ 2番目 ウ

完2
4番目 エ

⑶ 2番目 オ
完2

4番目 ウ
小計 18

3 1 ウ 3
2 ア 3
3 イ 4
4 オ 4

小計 14

解答 配点
4 1 ア 2

2 イ 3
3 エ 3
4 イ 3
5 エ 3

小計 14
5 1 イ 2

2 ウ 2
3 ⑴ エ 3
⑵ ア 3
⑷ イ 3

4 ア 3
5 ウ 3
6 ウ 3
7 エ 6

小計 28
合計 100



なたはどう？

	 	 	 A	:　	僕はカナダに行ったことがあるよ。そうそう，来年，英語を勉強するためにニュージー

ランドに行く予定なんだ。そこに行くのは初めてだね。

	 	 	 B	:　	あら，本当？　がんばってね。

	 	 	 Q	:　	ユウジはどこに行ったことがありますか。

	 	（4）	 A	:　	今度の日曜日，あなたを手伝うためにイベントに来るのは何人なの，ダイキ？	

	 	 	 B	:　	それについて 10 人の生徒に聞いて，その中の 3人が来るんだ。でも，イベントにはも

う 1人必要なんだよ。

	 	 	 A	:　	今度の日曜日，私は時間があるよ。私もあなたを手伝いに行くね。

	 	 	 B	:　	本当？　ありがとう，サラ！

	 	 	 Q	:　	ダイキを手伝うためにイベントに来るのは何人ですか。

	 2番の問題

　　ジム：ユカ，ランチの時間だよ。学校の食堂に何か食べに行かないか？

　　ユカ：もちろんいいけど，ちょっと待って，ジム。この学校新聞を読み終えるから。

　　ジム：学校新聞？　ああ，この学校の新聞部は毎月新聞を作っているんだよね。新聞にはどんな

ことが書いてあるの？

　　ユカ：	かもしか高校サッカー大会のことが書いてあるよ。ここを見て。試合の結果が載っているよ。

たとえば，A組は B組との試合に勝ったけど，C組とD組には負けたんだ。

　　ジム：なるほど。実は，僕も試合をしたんだ。僕のクラスは一つも勝てなかったよ。

　　ユカ：そうなの？　それは残念だね。

　　ジム：ありがとう。みんなベストを尽くしたから，僕は悲しくなかったよ。ええと，君のクラス

はどうだった？	

　　ユカ：	私のクラスは 10月 25日と 10月 27日の試合に勝ったんだ。10月 26日は試合がなかったよ。

10月28日に，私のクラスはC組と試合をしたよ。私のクラスは勝つと思ったけど，勝てなかっ

たね。

　　ジム：残念だね。C組のメンバーの一人のマコトは，とてもサッカーが上手なんだ。僕も彼のよう

にサッカーがしたいよ。

　　ユカ：できるといいね。

	 （1）の質問：ジムはどのクラスにいますか。

	 （2）の質問：ユカのクラスが勝った日付は何ですか。

	 （3）の質問：ユカについて正しいのはどれですか。
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	 3番の問題

　それでは，皆さん。聞いてください。皆さんは来週の月曜日の授業で，私たちの市の歴史を勉

強します。その前に，今度の土曜日にバスで歴史博物館に行きます。9時 10 分に学校に来てくだ

さい。バスは 9時 20 分に出発し，10 時に博物館に着きます。そこに 2時間滞在します。もし来ら

れなかったり，遅刻したりする場合は，すぐに私に電話してください。私の電話番号を伝えます。

010-4912-8376 です。何か質問があれば，今度の金曜日までに聞いてください。以上です。さよう

なら。

2 		 文法・語法に関する問題。

	 1	　（1）「家族と沖縄へ旅行した」とすると自然な流れになるので，withが適切。　（2）「とてもわく

わくしていたので，家族でいちばん早く目が覚めた」とすると自然な流れになるので，becauseが適

切。　（3）「旅行の 3日間のうち，初日は雨ですずしく，他の 2日は晴れて暑かった」ということ

なので，the otherが適切。　（4）「那覇市の市場でおいしい食べ物を食べた」ということなので，eat

の過去形 ateが適切。　（5）enjoyのあとには動名詞が続くので，seeingが適切。　（6）「また沖縄

を訪れたい」とすると自然な流れになるので，visitが適切。

	 ＜全文訳＞

　こんにちは，皆さん。私はヤマダマコです。私は先週の 3日間，家族と沖縄に旅行に行きました。

今日はそのことについてお話しします。初日はとてもわくわくしていたので，家族でいちばん早く目

が覚めました。沖縄はその日，雨ですずしかったですが，他の 2日は晴れて暑かったです。私たちは

那覇市の市場でおいしい食べ物を食べ，宜野湾市で美しい海を見て楽しみました。私はまた沖縄を

訪れたいです。ありがとうございました。

	 2	　⑴	be famous for	～で「～で有名な」という意味。「そこ（日光）は大きな神社で有名なんだ」It ( is 

famous for its ) big shrine.	（2）　like	～	the bestで「～が最も好きだ」という意味。「～」の部分は文頭に

来ている。「どの果物が一番好きなんだい？」What fruit do ( you like the best )?	（3）	make+名詞 +形

容詞で「［名詞］を［形容詞］にさせる（する）」という意味。「あなたの言葉は私をとてもうれしくさせ

たよ」Your ( words made me very happy ) .	

3 		 論理的文章に関する問題。

	 1	　それぞれの空所Ａの前後の文脈をとらえる。「2000 年には，世界で約 4,000km3 の水が使われま

した。研究によれば，2050 年には約 5,200km3 の水が	 Ａ 	になるということです。…深刻な

水不足の問題を抱えることになる人がどんどん多くなるかもしれません」「この廃棄物には何種類

かの環境に悪い物質が含まれています。海水から真水を作る，もっと安価で環境にやさしい方法

を持つ	 Ａ 	があります」とあることから，ウが適切。

	 2	　直後に「とても塩辛いので」とあるので，海水の不都合な点を挙げていると考える。よって，ア
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が適切。

	 3	　下線部が指すのは，直前の文の「海水淡水化工場を建てるために多くのお金が必要で，海水を真

水に変えるためには多くのエネルギーが必要です」という内容である。よって，イが適切。

	 4	　最終段落では，それまでに述べてきた世界の水問題をふまえ，水の心配をする必要がない自分

には関係ないことだと思っている人たちに向けて，問題提起をしていることをとらえる。よって，

オが適切。

	 ＜全文訳＞

　世界中の 7億人以上の人が，十分な量のきれいな飲み水を入手することができません。世界の約

40％の人々は，きれいな水で手を洗うことができません。彼らは汚れた水を使わなければならないの

です。また，2000年には，世界で約4,000km3の水が使われました。研究によれば，2050年には約5,200km3

の水が必要になるということです。世界の人々の数はますます増えているので，将来，ますます多く

の人々が，深刻な水不足の問題を抱えることになるかもしれません。

　どうすればこの問題を解決することができるのでしょうか？　一つの方法は，海水を真水に変える

ことです。海水はとても塩辛いので，野菜の栽培に直接使うことはできませんし，飲むことも良くあ

りません。海水から真水を作るために，海水淡水化工場が建てられています。世界には約 1,600 か所

の海水淡水化工場があります。毎日，たくさんのきれいな真水が，そうした工場で作られています。

　しかしながら，海水から真水を作るには，いくつかの問題があります。第一に，海水淡水化工場を

建てるために多くのお金が必要で，海水を真水に変えるためには多くのエネルギーが必要です。その

せいで，海水淡水化工場を建てたり，維持したりすることができない国もあります。第二に，世界中

の海水淡水化工場は，毎日たくさんの廃棄物を出します。通常は，それはそのまま海に流されます。

実は，この廃棄物には何種類かの環境に悪い物質が含まれています。海水から真水を作る，もっと

安価で環境にやさしい方法を持つ必要があります。

　世界では，とても多くの人が水の問題に直面しています。日本では，「私には関係ないよ。だって

水はいつでも使えるからね」と思っている人もいるかもしれません。しかし，科学者の中には，将来，

日本でもこのような問題が起こるかもしれないと推測している人もいます。その問題を解決するため

に何をするべきなのかを考えることが，あなたたちにとって重要です。

4 		 物語的文章に関する問題

	 1	　唯は親切で人懐っこい性格をしていることから，「すぐに友達になれた（友達になるのにそれほ

ど時間がかからなかった）」という内容になることをとらえる。よって，アが適切。

	 2	　直後で千夏は，漫画を図書館に置くことを唯に提案していることから，他の人たちにも唯の漫

画を読んでもらいたいと思っていることをとらえる。よって，イが適切。

	 3	　下線部は，直前の千夏の発言内容を指している。千夏は司書になるために大学に進学しようと

考えており，唯も漫画を勉強するために大学に行くのかどうかを聞いている。よって，エが適切。

	 4	　（　	Ａ	　)…最終段落の最後から 4文目より，most amazingが当てはまる。最終段落の最後の文
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より，wonderfulが当てはまる。よって，イが適切。

	 ＜メールの全文訳＞

　　　こんにちは，唯

　　　長い間連絡を取っていなくてごめんなさい。

　　　今日，漫画雑誌で，あなたの漫画「頂点への道」を見つけたんだ。

　　　実は，私は今，司書なんだ。

　　　私たちの夢は叶っていたってことだよ！

　　　それが私にとって今年一番びっくりしたことなんだ。

　　　今日，帰り道で，その雑誌を買ったんだ。

　　　私は家に帰ってから「頂点への道」を読んだよ。

　　　とても素敵だった！

　　　次の話が早く読みたいよ。

　　　あなたともまた会いたいな。

　　　あなたの友達

　　　千夏

	 5	　ア　千夏が唯のことを親切で人懐っこいと最初は思わなかったという内容は，本文からは読み

取れない。　イ　唯が千夏のために漫画を描いたという内容は，本文には書かれていない。　ウ			

唯が恥ずかしそうにしたのは，彼女の漫画を図書館に置かないかと千夏に提案された時であり，

漫画が人気になる前である。　エ　第 3段落 3文目の内容より，これが適切。　オ　千夏が他の

司書に言ったのではなく，他の司書が千夏に言ったとある。

	 ＜本文の全文訳＞

　私が栃木の高校 2年生だった時，私のクラスに唯がやって来ました。彼女の最初の日，彼女は私

たちに「私は北海道から来た小山唯です。一緒に勉強できることがうれしいです。私は漫画にとても

興味があります。たくさんお話ししてください」と言いました。彼女はみんなにとても親切で人懐っ

こかったです。私は彼女と友達になるのに，それほど時間は必要ではありませんでした。

　ある日，唯が私に「千夏，漫画を描いたんだ。読んでみて」と言いました。私は，「え，漫画を描け

るんだ？　いいよ」と言いました。私は彼女の漫画を読んで，とても面白いと思いました。だから読

み終えたとき，私は「あなたの漫画はとても面白いね。他の生徒にも見せたほうが絶対いいよ。学校

の図書室に置いたらどう？　私は図書委員の一人なんだ。先生にお願いしてみるね」と彼女に言いま

した。私の言葉を聞いて，唯は自分の漫画を図書室に置くということに恥ずかしそうでした。でも最

後には，私に賛成してくれました。一週間後，彼女の漫画が図書室に置かれました。多くの学生がそ
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れを読み，「誰があの面白い漫画を描いたの？」や「彼女の新しい漫画はある？」と私に聞きました。彼

女の漫画は，学校の生徒たちの間で人気になりました。その後，唯は漫画をいくつか描き，私はそれ

を図書室に置きました。彼女の漫画はどれも素敵でした。

　高校 3年生のとき，私たちは自分たちの夢について話しました。私は将来，図書館で働きたいと思っ

ていて，唯の夢は漫画家になることでした。私は彼女に「私は司書になるために大学に行くんだ。あ

なたはどう？　漫画の勉強をするために大学に行くの？」と言いました。彼女は，「それも一つの考え

だけど，そうするつもりはないんだ。漫画を描き続けて，それを漫画雑誌に載せてもらうために漫画

雑誌の出版社に持ち込むんだ」と答えました。私は，「きっとあなたの夢は叶うよ」と言いました。彼

女はうれしそうに，「ありがとう，千夏。あなたも司書になれるといいね」と言いました。

　今，私は 28歳で，図書館で司書として働いています。唯とは高校を卒業してから一度も会ってい

ません。今朝，他の司書が 1冊の漫画雑誌を見せて，「この雑誌を読んだことがありますか？　そこ

に載っている漫画の一つ，『頂点への道』がとても面白いんです。その漫画は去年からそこで連載され

ているんですよ」と言いました。その漫画家の名前，小山唯を見て，私はとても驚きました。私たち

の夢はもう叶っていたのです！　帰り道，私はその雑誌を買い，彼女の漫画を読みました。とても面

白かったです！

5 		 対話文の問題。

	 1	　空所Ａのあとでクリスが DRTについて説明していることから，翼は DRTのことを知らなかった

ととらえる。よって，イが適切。

	 2	　Ｂ…「～してくれないか」と依頼する文なので，Canが当てはまる。Ｃ…あとでクリスが場所を

答えているので，Whereが当てはまる。よって，ウが適切。

	 3	　（1）　図の一つ目の◎の文に，「路線バスと異なる経路を使うこともある」とあるので，エが適切。			

（2）　図の二つ目の◎で，バス運転手が「人の少ない地域では…路線バスの運行，維持が難しい」と

言っているので，アが適切。　（4）　図の二つ目の◎で，車を運転するお年寄りが「私のような高

齢者が，車の運転をやめることができます」と言っているので，イが適切。

	 4	　下線部（3）は，直前のクリスの発言の However以降を指している。この内容をまとめているアが

適切。

	 5	　クリスが「君のおじいさんはそのこと（とちのき町に DRTがあること）を知っているの？」と聞い

たことに対し，翼は下線部（5）で「わからないな」と答えていることをとらえる。よって，ウが適切。

	 6	　空所Ｄのあとで翼は「すぐに決めないと」と言っていることから，翼はレポートのテーマをまだ

決めていないことがわかる。よって，ウが適切。

	 7	　本文の翼の 5番目の発言より，翼の祖父は足が悪いので，祖父が車を運転しているといつか事

故を起こすのではないか，と翼が心配していることをふまえて考える。　ア　2文目の内容は本文

および図からは読み取れない。　イ　祖父の足の状態や事故を心配しているという内容が含まれ

ていない。　ウ　2文目の内容が，翼が心配していることと真逆である。　エ　翼が心配している

ことと矛盾がないので，これが適切。
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	 ＜翼と源の対話文の全文訳＞

　　　翼：おじいちゃん，とちのき町に DRTがあるのは知っている？

　　　源：知っているよ，翼。でも，使ったことはない。まだ車を運転できるからね。DRTを使う必

要なんてないと思っているよ。

　　　翼：おじいちゃんは足が悪いんだから，車の運転は危ないよ。将来，車の事故を起こすかもし

れないって僕は心配しているんだ。普段の生活で DRTを使ってよ。

　　　源：うーん，それもそうだね。わかった。そうするよ。

　　　翼：ありがとう，おじいちゃん。

	 ＜本文の全文訳＞

　　　翼：おはよう，クリス。僕たちは社会の授業のレポートを書かないといけないよ。そのテーマ

は決まった？

　クリス：おはよう，翼。うん。僕はデマンド型交通，DRTを選んだよ。

　　　翼：デマンド型交通？　聞いたことがないな。面白そうだね。教えてくれないか？

　クリス：もちろん。DRTは路線バスのような交通手段の一種なんだ。

　　　翼：路線バスのような？　DRTと路線バスには違いがあるってことかな？

　クリス：そうだよ。DRTには何種類かあるけど，今は一例を教えるね。このウェブサイトを見て。

路線バスはだれも乗っていないときでも走って，決まった経路がある。でも DRTのバスは，

誰かが呼んだときにだけ走るんだ。あと，その経路は路線バスとは違うこともあるよ。

　　　翼：なるほど。DRTはどこで使われているの？	

　クリス：あちこちで，特に田舎の地域でね。そこは，人の数が少ないから，バスを運行し続けるこ

とが難しい町やバス会社もあるんだ。でも，車を持っていない人や，バスを使わずに動き

回ることができない人もいる。そういう場合，DRTはとても便利だよ。

　　　翼：それは良さそうだね。DRTは，お年寄りが車の運転をやめることができるから良いと思う。

たくさんのお年寄りが運転しているときに事故を起こしているって時々聞くよ。実は，僕

のおじいちゃんはよく車を使うんだけど，彼は足が悪いんだ。いつか事故を起こすかもし

れないから，彼が心配なんだ。

　クリス：気持ちはわかるよ。ええと，彼はどの町に住んでいるの？

　　　翼：彼はとちのき町に住んでいるよ。

　クリス：おお，その町には DRTがあるね。君のおじいさんはそのことを知っているの？

　　　翼：わからないな。でも，彼からそれについて聞いたことはないよ。次に彼に会ったときに，

そのことについて伝えてみるね。教えてくれてありがとう，クリス。

　クリス：問題ないよ。ところで，君はレポートのテーマを決めたの？

　　　翼：いいや，まだ決めていないんだ。すぐに決めないと。

　クリス：ああ，なるほど。
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7　

Ⅰ	

Ａ
は
、
二
つ
め
の（
中
略
）の
後
の
段
落
、
Ｃ
は
、
傍
線
部
⑷
の
前
の
段
落
で
述
べ
て
い
る
内
容
と
合
致
す
る
。
日
本
語
に
は「
雨
」に
つ
い
て
の
呼
び
名
が
た
く
さ

ん
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
欧
米
と
の
比
較
と
し
て
挙
げ
た
こ
と
で
あ
り
、
Ｂ
の「
日
本
語
の
知
識
を
理
解
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
」わ
け
で
は
な
い
の

で
不
適
切
。
し
た
が
っ
て
、
Ｂ
が
正
解
。

　
　
　

Ⅱ	
本
文
の
第
五
・
第
六
段
落
と
、
最
終
段
落
に
着
目
す
る
。
強
制
か
ら
で
は
な
く
興
味
関
心
を
も
っ
て「
差
異
」を
発
見
、
認
識
し
、
言
葉
を
生
み
出
す
こ
と
が
必
要

だ
と
い
う
内
容
が
当
て
は
ま
る
。
し
た
が
っ
て
、
ア
が
正
解
。
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な
る
は
ず
」と
い
う
励
ま
し
の
言
葉
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
透
子
は
た
と
え
ピ
ア
ノ
を
弾
け
た
と
し
て
も
、
天
才
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
名
に
値
す
る
レ
ベ
ル
を
取
り
戻
せ
な

け
れ
ば
意
味
が
な
い
と
感
じ
て
い
る
。
果
南
は
、
自
分
が
想
像
し
て
い
た
よ
り
も
は
る
か
に
深
く
、
透
子
が
苦
悩
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
驚
き
を
隠
せ
ず
に
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
ウ
が
正
解
。

　

7　
「
自
嘲
的
」と
は「
自
分
で
自
分
を
あ
ざ
け
る
」と
い
う
意
味
。
透
子
に
と
っ
て
、
自
分
が
音
楽
に
携
わ
れ
な
い
、
携
わ
ら
な
い
こ
と
を
誰
か
の
せ
い
に
で
き
る
わ
け
で
も

な
く
、
ま
た
誰
か
の
せ
い
に
す
る
つ
も
り
も
な
い
。
今
回
偶
然
音
楽
に
関
わ
っ
た
こ
と
に
楽
し
さ
を
感
じ
ら
れ
た
反
面
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
て
い

な
い
現
実
を
痛
感
し
、
自
分
を
情
け
な
く
感
じ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
ア
が
正
解
。

　

8　

本
文
で
は
、
果
南
が
透
子
と
の
関
わ
り
を
通
じ
て
自
分
に
な
い
も
の
を
感
じ
、
透
子
に
尊
敬
の
念
を
も
抱
い
て
い
る
様
子
が
読
み
取
れ
る
。
ま
た
、
透
子
が
心
を
開
か

な
い
こ
と
に
対
し
て
、
自
分
の
こ
と
は
さ
て
お
き
、
何
と
か
透
子
の
心
を
開
か
せ
た
い
、
自
分
に
何
が
で
き
る
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
と
に
か
く
透
子
の
た
め
に
で
き
る

こ
と
は
や
っ
て
あ
げ
た
い
と
い
う
一
心
で
行
動
し
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
イ
が
正
解
。

5　

ド
リ
ア
ン
助
川「
プ
チ
革
命	

言
葉
の
森
を
育
て
よ
う
」か
ら
の
引
用
。

　

1　

ａ

の
後
の「
心
に
風
が
吹
く
時
は
、
言
葉
も
乱
暴
に
そ
よ
」ぐ
理
由
を
ａ

の
前
で
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
だ
か
ら
」が
入
る
。

ｂ

の
前
で
は「
…
わ
ざ
わ

ざ
自
身
を
変
え
よ
う
と（
＝
自
己
変
革
）し
な
く
て
よ
い
」と
い
う
文
末
表
現
を
し
て
い
る
の
に
対
し
、

ｂ

の
後
で
は
同
じ「
自
己
変
革
」に
対
し
て
、「（
自
己
変
革
の

考
え
は
）捨
て
て
も
ら
っ
た
方
が
い
い
」の
よ
う
に
、
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
だ
表
現
に
変
化
さ
せ
て
い
る
。
よ
っ
て「
む
し
ろ
」が
入
る
。
し
た
が
っ
て
、
イ
が
正
解
。

　

2　

傍
線
部
⑴
を
含
む
段
落
の
内
容
に
着
目
す
る
。「
目
的
」は「
流
行
の
自
己
啓
発
を
目
指
す
も
の
で
は
な
い
」と
あ
り
、そ
の
後
で
、「
個
と
し
て
生
き
る
こ
と
に
立
ち
戻
り
、

自
分
の
土
地
を
見
つ
け
て
開
拓
し
て
い
く
」と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
点
が「
目
的
」で
あ
る
の
で
、
ウ
が
正
解
。

　

3　

⑵

の
前
で
述
べ
て
い
る
内
容
は
、
あ
る
土
地
で
は
一
つ
の
事
象
に
対
し
て
細
か
く
分
類
さ
れ
た
呼
び
名
や
表
現
が
あ
る
一
方
、
違
う
土
地
で
は
同
じ
事
象
に
対
し

て
そ
れ
ほ
ど
の
呼
び
名
や
表
現
を
も
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
オ
が
正
解
。

　

4　

⑵

の
前
の
内
容
と
同
様
の
こ
と
を
⑶

の
前
で
も
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
差
を
認
識
す
る
こ
と
が
、
一
つ
の
事
象
を
細
分
化
し
、
そ
の
結
果
そ

れ
ぞ
れ
を
表
す
言
葉
が
生
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
イ
が
正
解
。

　

5　

傍
線
部
⑷
の
後
で「
人
間
」で
の
例
を
挙
げ
た
後
、「
そ
れ
は
等
し
く
、
全
員
の
差
異
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
だ
と
も
言
え
る
」と
述
べ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

ウ
が
正
解
。

　

6　

本
文
中
の
一
つ
め
の（
中
略
）以
降
の
部
分
で
、
言
葉
が
生
ま
れ
る
源
は「
差
異
の
発
見
」に
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
後
、
で
は
、
差
異
は
初
め
か
ら
存
在
し
て
い
る
か
と
新

た
に
問
い
か
け
て
い
る
。
そ
れ
に
対
す
る
筆
者
の
推
測
的
な
見
解
と
し
て
脱
文
が
入
り
、
そ
の
見
解
の
根
拠
を
示
す
例
が
続
く
。
し
た
が
っ
て
、
イ
が
正
解
。
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乗
り
越
え
た
と
こ
ろ
に
成
功
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
表
し
て
い
る
も
の
を
選
ぶ
。
し
た
が
っ
て
、
イ
が
正
解
。

　

6　

⑸

の
前
後
の
文
章
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
は
、
自
分
は
地
球
を
支
え
る
ほ
ど
の
存
在
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
⑸

の
後
に
続
く
言
葉
が「
…
わ
け
で
は

な
い
」と
あ
る
こ
と
に
注
意
す
る
。
ま
た
、
本
文
の
二
つ
目
の
ま
と
ま
り
の
文
章
の
中
で
、
ロ
ゼ
ッ
ト
が「（
葉
を
密
に
つ
け
て
、）地
面
に
ぴ
っ
た
り
と
つ
け
て
い
る
」と
表

現
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
と
よ
く
似
た
表
現
を
選
ぶ
。
し
た
が
っ
て
、
イ
が
正
解
。

　

7　

エ
の「
そ
の
短
い
茎
か
ら
葉
を
出
し
、
太
く
て
長
い
根
っ
こ
に
は
栄
養
分
が
蓄
え
ら
れ
て
い
る
」は
、
ロ
ゼ
ッ
ト
の
二
つ
め
の「
秘
密
」と
し
て
述
べ
て
い
る
内
容
な
の
で
、

エ
が
正
解
。
冬
越
し
の
ス
タ
イ
ル
と
し
て「
種
子
」と「
ロ
ゼ
ッ
ト
」の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
述
べ
て
い
た
が
、「
ロ
ゼ
ッ
ト
」の
方
が
効
率
的
で
あ
る
と
は
述
べ
て
い
な
い
の

で
、
ア
は
誤
り
。
本
文
の
二
つ
目
の
ま
と
ま
り
の
文
章
の
中
で
、「
さ
ま
ざ
ま
な
植
物
が
こ
の
ス
タ
イ
ル
を
選
択
し
、
見
か
け
は
よ
く
似
た
ロ
ゼ
ッ
ト
を
作
っ
て
冬
を
越

し
て
い
る
」と
述
べ
て
い
る
の
で
、
イ
も
誤
り
。
本
文
の
最
終
段
落
で
、「
ロ
ゼ
ッ
ト
は
冬
の
寒
さ
に
逃
げ
る
こ
と
な
く
、
冬
の
時
と
向
き
合
っ
て
生
き
る
道
を
選
ん
だ
。

そ
し
て
、
つ
い
に
は
冬
の
寒
さ
を
味
方
に
つ
け
、『
成
功
の
た
め
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
』に
ま
で
し
た
」と
述
べ
て
い
る
の
で
、
ウ
も
誤
り
。

4　

松
本
祐
子「
８
分
音
符
の
プ
レ
リ
ュ
ー
ド
」か
ら
の
引
用
。

　

1　

ａ

は
、
透
子
の
て
き
ぱ
き
と
し
た
言
動
か
ら
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、「
さ
っ
さ
と
」が
入
る
。

ｂ

は
、
直
前
の
薫
の
言
葉
が
、
現
在
の
状
況
の
中
、

ど
の
よ
う
な
口
調
で
発
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、「
ビ
シ
ッ
と
」が
入
る
。
ｃ

は
、直
後
の「
見
つ
め
た
」と
い
う
表
現
か
ら
、「
じ
っ

と
」が
入
る
。
し
た
が
っ
て
、
オ
が
正
解
。

　

2　

透
子
が
、
部
員
た
ち
の
演
奏
を
一
度
聴
い
た
だ
け
で
、
次
々
と
そ
れ
ぞ
れ
の
改
善
点
を
ち
ゅ
う
ち
ょ
な
く
指
摘
し
て
い
く
こ
と
に
驚
く
と
と
も
に
、
そ
の
指
摘
の
的
確

さ
に
感
動
す
ら
覚
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
エ
が
正
解
。

　

3　

傍
線
部
⑵
を
含
む
段
落
の
後
の
内
容
か
ら
は
、
果
南
を
は
じ
め
他
の
部
員
た
ち
が
一
つ
に
な
っ
て
、
緊
張
す
る
こ
と
な
く
、
心
地
よ
く
演
奏
し
て
い
る
様
子
が
読
み
取

れ
る
た
め
、「
緊
張
」は
不
適
切
。
し
た
が
っ
て
、
イ
が
正
解
。

　

4　

事
故
に
遭
う
ま
で「
天
才
ピ
ア
ニ
ス
ト
」の
名
に
恥
じ
な
い
結
果
を
出
し
続
け
、
果
南
た
ち
の
窮
地
も
救
っ
た
透
子
に
と
っ
て
は
、「
自
分
」や「
技
術
」が
ど
う
こ
う
と
い

う
よ
り
も
、
自
分
が
関
わ
る
も
の
の「
結
果
」が
常
に
ベ
ス
ト
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ア
が
正
解
。

　

5　

指
揮
者
と
し
て
の
代
役
を
完
璧
に
果
た
し
た
透
子
は
、
あ
く
ま
で
自
分
に
託
さ
れ
た
務
め
を
全
う
し
た
だ
け
で
あ
っ
て
、
音
楽
に
関
わ
る
こ
と
の
喜
び
を
感
じ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
果
南
に
と
っ
て
、
透
子
が
発
し
た「
で
も
、
け
っ
こ
う
楽
し
か
っ
た
」と
い
う
言
葉
は
、
少
し
意
外
な
発
言
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

そ
し
て
、
透
子
が
再
び
音
楽
に
関
わ
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
い
う
希
望
が
果
南
の
中
に
生
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ウ
が
正
解
。

　

6　
「
透
子
な
ら
、
な
ん
と
か
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
」と
い
う
果
南
の
発
言
は
、「
以
前
の
よ
う
な
高
い
レ
ベ
ル
で
な
く
て
も
、
頑
張
れ
ば
再
び
ピ
ア
ノ
を
弾
け
る
よ
う
に
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他
人
の
身
の
上
の
こ
と
に
つ
い
て
は
口
を
慎
ん
で
、
あ
れ
こ
れ
と
し
ゃ
べ
る
の
は
や
め
る
べ
き
で
あ
る
。

3　

蓮
実
香
佑「『
植
物
』と
い
う
不
思
議
な
生
き
方
」か
ら
の
引
用
。

　

1　

ａ

の
前
の
内
容
は
、
冬
の
朝
に
は
多
く
の
人
が
、
背
中
を
丸
め
て
前
か
が
み
の
姿
勢
で
歩
く
こ
と
で
寒
い
外
気
に
当
た
る
部
分
を
で
き
る
だ
け
減
ら
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
提
示
し
、
ａ

の
後
に
は
、「
寒
い
外
気
に
当
た
る
部
分
を
で
き
る
だ
け
減
ら
す
」こ
と
を「
表
面
積
を
小
さ
く
し
て
い
る
」と
言
い
換
え
て
表
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
前
の
事
柄
の
内
容
を
言
い
換
え
て
説
明
す
る
働
き
の「
つ
ま
り
」が
入
る
。

ｂ

の
前
の「
…
寒
さ
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
球
形
を
し
て
表
面
積
を
小
さ
く

す
る
の
が
も
っ
と
も
い
い
」と
い
う
内
容
に
対
し
、

ｂ

の
後
で
は「
そ
う
は
言
っ
て
も
植
物
が
ネ
コ
の
よ
う
に
丸
く
な
っ
て
い
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」と
あ
る
こ
と

か
ら
、

ｂ

の
前
後
で
逆
の
内
容
を
述
べ
て
い
る
の
で
、
逆
接
を
表
す「
し
か
し
」が
入
る
。
ｃ

の
前
ま
で
の
内
容
で
は
太
陽
の
光
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、

ｃ

の
後
で
は
そ
の
必
要
な「
太
陽
の
光
」を
ど
う
や
っ
て
受
け
る
か
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
前
の
内
容
を
受
け
止
め
て
次
の
内
容
へ
と
つ
な
ぐ
の
で
、

順
接
の
働
き
を
も
つ「
そ
し
て
」が
入
り
、
ウ
が
正
解
。

　

2　

Ⅰ	

ア「
エ
ビ
デ
ン
ス
」は「
証
拠
、
根
拠
」、
イ「
ニ
ッ
チ
」は「
隙
間
」、
エ「
コ
ミ
ッ
ト
」は「
責
任
を
も
っ
て
取
り
組
む
こ
と
」、
オ「
リ
テ
ラ
シ
ー
」は「
読
み
書
き
能
力
」

ま
た
は「
そ
の
分
野
に
関
す
る
十
分
な
知
識
や
情
報
を
収
集
し
、
か
つ
有
効
活
用
で
き
る
能
力
」。

　
　
　

Ⅱ	

傍
線
部
⑴
を
含
む
段
落
の
内
容
か
ら
判
断
す
る
。
植
物
が
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
な
太
陽
の
光
を
受
け
よ
う
と
す
れ
ば
、
葉
を
広
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

葉
を
広
げ
て
し
ま
う
と
寒
さ
を
ま
と
も
に
受
け
て
し
ま
う
。
よ
っ
て
、
太
陽
光
を
受
け
る
た
め
に
葉
を
広
げ
た
い
が
、
寒
さ
を
避
け
る
た
め
に
は
広
げ
ら
れ
な
い
と

い
う
矛
盾
が
生
じ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
オ
が
正
解
。

　

3　

二
か
所
あ
る
⑵

を
含
む
そ
れ
ぞ
れ
の
段
落
で
、「
バ
ラ
の
花
び
ら
の
よ
う
に
」や「
葉
は
無
駄
に
重
な
ら
な
い
よ
う
に
」と
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
葉
が
可
能

な
限
り
、
茎
か
ら
四
方
八
方
に
向
か
っ
て
生
え
て
い
る
こ
と
が
想
像
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
ウ
が
正
解
。

　

4　

Ⅰ	

傍
線
部
⑶
の
直
前
の
文
中
に
あ
る「
理
想
的
な
」と
い
う
言
葉
か
ら
判
断
す
る
。
ロ
ゼ
ッ
ト
が「
光
を
受
け
な
が
ら
寒
さ
を
避
け
る
」と
い
う
、
植
物
が
生
き
て
い
く

上
で
合
理
的
な
形
状
で
あ
る
点
を
指
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
エ
が
正
解
。

　
　
　

Ⅱ	

傍
線
部
⑶
の
後
の
段
落
の
内
容
か
ら
判
断
す
る
。「
タ
ン
ポ
ポ
コ
ー
ヒ
ー
」の
話
題
は
、
本
題
に
入
る
前
の
導
入
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
部
分
。「
タ
ン
ポ
ポ
コ
ー

ヒ
ー
」を
作
る
際
に
使
用
す
る
根
の
部
分
に
つ
い
て
の
内
容
が
本
題
で
あ
り
、「
ロ
ゼ
ッ
ト
の
秘
密
」で
あ
る
。
よ
っ
て
、
本
文
の
三
つ
め
の
ま
と
ま
り
の
中
盤
で
述

べ
ら
れ
て
い
る
内
容
が「
そ
れ
以
外
」の「
ロ
ゼ
ッ
ト
の
秘
密
」を
表
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
イ
が
正
解
。

　

5　

傍
線
部
⑷
の
前
後
の
段
落
あ
た
り
の
内
容
か
ら
判
断
す
る
。「
冬
の
時
代
の
頑
張
り
が
、
そ
の
ま
ま
春
の
成
功
に
な
る
」、「
冬
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
ロ
ゼ
ッ
ト
を
形
成

す
る
植
物
は
他
の
植
物
に
対
し
て
優
位
な
立
場
に
立
つ
こ
と
が
で
き
た
の
だ
」な
ど
の
表
現
か
ら
、
ロ
ゼ
ッ
ト
に
と
っ
て
の「
冬
」に
た
と
え
ら
れ
て
い
る
困
難
や
問
題
を
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2　
「
十
訓
抄
」建
長
四
年（
一
二
五
二
）成
立
。
作
者
未
詳
。
年
少
者
の
修
養
に
役
立
つ
よ
う
、
十
か
条
の
教
訓
的
項
目
を
立
て
た
も
の
。

　

1　
「
慮
」に
は「
深
く
考
え
る
」と
い
う
意
味
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ウ
が
正
解
。

　

2　

傍
線
部
⑵
の
後
で「
い
は
る
る
人
は
、
思
ひ
つ
め
て
、
憤
り
深
く
な
り
ぬ
れ
ば
、
は
か
ら
ざ
る
に
、
恥
を
も
与
へ
ら
れ
、
身
の
果
つ
る
ほ
ど
の
大
事
に
も
及
ぶ
な
り
」と

あ
り
、
こ
れ
を
訳
す
と
、「
言
わ
れ
る
人
は
思
い
つ
め
て
、
怒
り
が
深
く
な
っ
て
し
ま
う
と
、
思
い
も
よ
ら
な
い
時
に
、
恥
を
も
与
え
ら
れ
、
身
が
破
滅
す
る
く
ら
い
の

大
事
に
も
な
る
の
で
あ
る
」と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
イ
が
正
解
。

　

3　

文
中
の
ハ
行
は
そ
れ
ぞ
れ「
ワ
・
イ
・
ウ
・
エ
・
オ
」に
変
換
す
る
が
、
文
頭
の
ハ
行
は
変
換
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
エ
が
正
解
。

　

4　
「
さ
ら
で
」は
も
と
も
と「
さ
あ
ら
で
」で
、「
さ（
そ
の
よ
う
に
）」と「
あ
ら
で（
な
く
て
）」か
ら
な
り
、「
そ
の
よ
う
で
な
く
て
」と
訳
す
。「
ゑ
み
の
中
の
剣
」は
、「
表
面

は
優
し
く
穏
や
か
だ
が
、
心
の
中
は
陰
険
で
人
を
傷
つ
け
る
こ
と
」を
表
す
の
で
、
文
脈
か
ら
考
え
て
、「
自
分
に
悪
い
所（
＝
欠
点
）が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
不
本
意
に

傷
つ
け
ら
れ
る
恐
れ
が
あ
る
」と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ア
が
正
解
。

　

5　
「
な
…
…
そ
」は「
…
…
す
る
な
」と
い
う
禁
止
の
意
味
を
表
す
。
し
た
が
っ
て
、
エ
が
正
解
。

　

6　

⑹

の
直
前
の
内
容
か
ら
判
断
す
る
。「
口
軽
な
人
間
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
何
か
に
つ
け
て
他
人
か
ら
警
戒
さ
れ
、
距
離
を
お
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
、

こ
れ
は
残
念
な
こ
と
で
あ
る
」と
い
う
意
味
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
残
念
な
」と
い
う
意
味
を
も
つ
、
ア
が
正
解
。
イ
は「
神
聖
で
お
そ
れ
多
い
、
忌
ま
わ
し
い
、
程
度

が
は
な
は
だ
し
い
、
す
ば
ら
し
い
、
お
そ
ろ
し
い
」、
ウ
は「
見
苦
し
い
、
み
っ
と
も
な
い
」な
ど
。
エ
は「
憂
う
つ
で
あ
る
、
迷
惑
だ
、
つ
ら
い
、
つ
ま
ら
な
い
、
さ
び
し

い
、
貧
し
い
」な
ど
の
意
味
を
表
す
。

　

7　

本
文
最
後
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。「
他
人
の
身
の
上
の
事
に
つ
い
て
は
口
を
慎
ん
で
、
あ
れ
こ
れ
と
し
ゃ
べ
る
の
は
や
め
る
べ
き
で
あ
る
」と
い
う
意
味
な
の
で
、
イ

が
正
解
。

　
〔
全
文
訳
〕

　

人
は
、
考
え
も
な
く
、
言
っ
て
は
な
ら
な
い
事
を
口
軽
に
言
い
出
し
、
人
の
短
所
を
悪
く
言
い
、
し
た
事
を
非
難
し
、
隠
し
て
い
る
事
を
暴
き
、
恥
に
思
う
よ
う
な
事
を
い

ろ
い
ろ
と
問
い
調
べ
る
。
こ
れ
ら
の
事
は
、
す
べ
て
し
て
は
な
ら
な
い
事
で
あ
る
。
自
分
は
何
と
な
く
し
ゃ
べ
り
散
ら
し
て
、
深
く
心
に
思
っ
て
も
い
な
い
う
ち
に
、
言
わ
れ

る
人
は
思
い
つ
め
て
、
怒
り
が
深
く
な
っ
て
し
ま
う
と
、
思
い
も
よ
ら
な
い
時
に
、
恥
を
も
与
え
ら
れ
、
身
が
破
滅
す
る
く
ら
い
の
大
事
に
も
な
る
の
で
あ
る
。
笑
の
中
の
剣

（
と
い
っ
て
、
表
面
は
優
し
く
穏
や
か
で
あ
る
が
、
心
の
中
に
陰
険
で
人
を
傷
つ
け
る
も
の
が
あ
る
と
い
う
の
）は
、
自
分
に
悪
い
所
が
な
く
て
さ
え
、
恐
る
べ
き
も
の
で
あ
る

よ
。
ま
た
、
よ
く
も
知
っ
て
い
な
い
事
を
、
い
か
に
も
悪
い
よ
う
に
非
難
し
て
し
ま
う
と
、
か
え
っ
て
自
身
の
至
ら
な
さ
が
表
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
大
体
、
口
軽
な
者
に
な
っ

て
し
ま
う
と
、「
誰
そ
れ
に
そ
の
こ
と
を
聞
か
せ
る
な
。
あ
い
つ
に
見
せ
る
な
。」な
ど
と
い
っ
て
、
人
か
ら
用
心
さ
れ
、
遠
ざ
け
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
残
念
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
人
が
隠
し
て
い
る
事
が
、
自
然
に
漏
れ
て
知
ら
れ
た
に
つ
け
て
も
、
あ
の
人
が
話
さ
れ
た
の
だ
な
ど
と
疑
わ
れ
る
と
い
う
よ
う
な
事
は
、
不
名
誉
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
、
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国
語
　
解
答
解
説

〈
解
答
〉

〈
解
説
〉

1　

漢
字
・
助
動
詞
・
慣
用
表
現
・
敬
語
・
熟
語
・
和
歌
に
つ
い
て
問
う
出
題
。

　

1　

⑴	

慕（
し
た
）う
＝
敬
い
近
づ
こ
う
と
す
る
。　

⑵	

恩
赦（
お
ん
し
ゃ
）＝
国
家
が
、
裁
判
で
確
定
し
た
刑
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
軽
減
す
る
こ
と
。　

⑶	

諮（
は
か
）る

＝
皆
に
意
見
を
た
ず
ね
る
こ
と
。　

⑷	
凝
視（
ぎ
ょ
う
し
）＝
じ
っ
と
見
つ
め
る
こ
と
。　

⑸	

佳
作（
か
さ
く
）＝
す
ぐ
れ
た
作
品
。

　

2　

⑴	「
際
限
」	

→	

エ「
実
際
」　

⑵	「
整
合
」	
→	
ウ「
整
備
」　

⑶	「
企
画
」	

→	

ア「
企
業
」　

⑷	「
沿
革
」	

→	

ア「
沿
線
」　

⑸	「
滑
り
台
」	

→	

イ「
滑
ら
か
に
」

　

3　
「
ら
し
い
」は
推
定
を
表
す
助
動
詞
。「
ど
う
や
ら
～
ら
し
い
」の
形
に
当
て
は
め
て
意
味
の
通
る
も
の
を
選
ぶ
。
し
た
が
っ
て
、「
ど
う
や
ら
か
ば
ん
の
持
ち
主
ら
し
い
人
」

と
当
て
は
め
る
こ
と
が
で
き
る
ウ
が
推
定
の
助
動
詞
と
わ
か
る
。
ア
・
イ
・
エ
は
そ
れ
ぞ
れ「
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
ら
し
い
」、「
か
わ
い
ら
し
い
」、「
君
ら
し
い
」で
、
そ
れ
ぞ

れ
一
つ
の
形
容
詞
。

　

4　

ア「
足
が
つ
く
」は
逃
げ
た
足
ど
り
が
わ
か
る
こ
と
。
イ「
目
か
ら
う
ろ
こ
が
落
ち
る
」は
今
ま
で
わ
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
、突
然
は
っ
き
り
わ
か
る
よ
う
に
な
る
こ
と
。

ウ「
目
か
ら
鼻
へ
抜
け
る
」は
す
ぐ
れ
て
か
し
こ
い
こ
と
。
エ「
眉
に
唾
を
塗
る
」は
だ
ま
さ
れ
な
い
よ
う
に
用
心
す
る
こ
と
。
し
た
が
っ
て
、
エ
が
正
解
。

　

5　
「
上
田
先
生
」に
対
し
て
敬
意
を
表
す
言
い
方
に
な
る
の
で
、
イ
が
正
解
。
ア
は
二
重
敬
語
。
ウ
は「
参
る
」、
エ
は「
伺
う
」が
謙
譲
語
の
た
め
不
適
切
。

　

6　

イ
～
エ
は
下
の
漢
字
が
上
の
漢
字
の
目
的
語
・
補
語
に
な
る
熟
語
。
イ「
天
を
仰
ぐ
」、
ウ「
己
を
克
す
る（
己
に
打
ち
勝
つ
）」、
エ「
誓
い
を
宣
す
る
」。
ア
は
ど
ち
ら
の

漢
字
も「
よ
く
似
て
い
て
見
分
け
が
つ
か
な
い
」と
い
う
意
味
を
も
つ
の
で
、
似
た
意
味
を
も
つ
漢
字
を
組
み
合
わ
せ
た
熟
語
。
し
た
が
っ
て
、
ア
が
正
解
。

　

7　
「
山
ふ
か
み
」は「
山
が
深
い
の
で
」。「
春
と
も
」と
、「
も
」を
入
れ
る
こ
と
で
、
春
が
来
た
こ
と
に
も
気
づ
か
な
い
ほ
ど
山
深
い
山
家
に
住
ん
で
い
る
こ
と
を
強
調
し
、

そ
の
わ
び
し
さ
と
雪
ど
け
の
玉
の
よ
う
な
雫
と
い
う
近
景
を
合
わ
せ
て
表
現
し
て
い
る
。
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解答 配点
1 1 ⑴ ウ 1

⑵ エ 1
⑶ イ 1
⑷ イ 1
⑸ ア 1

２ ⑴ エ 1
⑵ ウ 1
⑶ ア 1
⑷ ア 1
⑸ イ 1

３ ウ 2
４ エ 2
５ イ 2
６ ア 2
７ エ 2
小計 20

２ １ ウ 2
２ イ 4
３ エ 2
４ ア 2
５ エ 2
６ ア 4
７ イ 4
小計 20

3 １ ウ 2
２ Ⅰ ウ 2
Ⅱ オ 2

３ ウ 2
４ Ⅰ エ 2
Ⅱ イ 2

５ イ 3
６ イ 2
７ エ 3
小計 20

４ １ オ 2
２ エ 2
３ イ 2
４ ア 2
５ ウ 3
６ ウ 3
７ ア 3
８ イ 3
小計 20

５ １ イ 2
２ ウ 3
３ オ 2
４ イ 2
５ ウ 3
６ イ 2
７ Ⅰ Ｂ 3
Ⅱ ア 3

小計 20
合計 100


